
　
　
　

◆
示
現
会
の
巡
回
新
潟
展
を
開
催

　

10
月
28
日
か
ら
「
第
76
回
示
現
会
展
─
巡
回
新
潟

展
並
び
に
新
潟
県
支
部
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
す

（
11
月
5
日
ま
で
）。
今
年
4
月
に
東
京
国
立
新
美
術

館
で
開
催
さ
れ
た
第
76
回
示
現
会
展
の
巡
回
展
で
、

会
員
・
会
友
の
作
品
の
中
か
ら
30
点
と
新
潟
県
支
部

会
員
作
品
31
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
中
に
は
、
文
部

科
学
大
臣
賞
の
徳
田
則
子
「
緑
の
中
で
」
や
示
現
会

賞
の
吉
塚
春
生
「
母
子
像
を
仰
ぐ
娘
」
の
ほ
か
、
受

賞
作
品
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

示
現
会
は
昭
和
22
年
創
立
で
、
現
在
は
８
５
０
名

以
上
の
会
員
が
い
る
日
本
有
数
の
美
術
団
体
で
す
。

　
　
　

◆
産
地
直
送
！

　

長
く
、
暑
～
い
夏
が
終
わ
り
一
気
に
涼
し
く
な
り

ま
し
た
。
秋
の
気
配
を
感
じ
ま
す
。
一
年
が
あ
っ
と

い
う
間
に
感
じ
る
の
は
私
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

今
年
も
実
り
の
秋
、
収
穫
の
秋
、
そ
し
て
食
欲
の
秋

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
黄
金
色
の
田
ん
ぼ
が
一
面
に

広
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
々
と
稲
が
刈
り
取
ら
れ

て
い
き
ま
し
た
。
イ
ケ
ビ
で
は
新
米
・
南
魚
沼
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
『
ベ
ー
マ
ガ
米
─
体
心
技
─
』
を
予
約
販

売
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
お
米
は
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
が
体

と
心
、
そ
し
て
技
術
向
上
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
い

う
想
い
で
、
地
元
農
家
と
共
同
生
産
し
て
い
る
極
上

米
で
す
。
厳
選
米
と
通
常
米
の
二
種
類
に
な
り
、
厳

選
米
は
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
中
で
も

南
魚
沼
「
塩
沢
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と
な
っ
て
い
て
、

特
に
美
味
し
い
と
評
価
さ
れ
、
頂
点
を
極
め
た
最
高

峰
の
逸
品
で
す
。
玄
米
調
整
を
行
う
中
で
、
よ
り
大

き
な
粒
の
お
米
を
選
ん
で
い
る
の
で
、
ご
自
宅
用
と

し
て
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ご
贈
答
用
と
し
て
も
ご

利
用
い
た
だ
け
る
自
慢
の
お
米
で
す
。

　

新
米
の
お
届
け
時
期
は
11
月
中
旬
よ
り
随
時
発
送

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。
ご
予
約
は
美
術
館
ま
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
加
奈
子
）

支
部
も
全
国
に
あ
り
、
新
潟
県
支
部
は
現
在
33
名
が

所
属
し
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
（
今
回
支
部
展

に
出
展
す
る
の
は
31
名
）。
写
実
を
会
の
理
念
の
中

心
に
据
え
て
お
り
、
流
行
に
と
ら
わ
れ
な
い
格
調
高

い
作
品
が
見
ど
こ
ろ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
11
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
収
蔵
品
展

と
し
て
当
館
で
所
蔵
し
て
い
る
名
品
の
数
々
を
展
示

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
広
田
か
お
り
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

◆
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
の
お
知
ら
せ

　

美
術
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
か
ら
景
色
を
眺

め
て
い
る
と
秋
空
が
高
く
澄
み
渡
り
、
爽
や
か
な
気

分
を
満
喫
で
き
て
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

館
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
の
た
め
、
12
月
11
日

（
月
）
か
ら
美
術
館
を
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
企
画
展
示
室
、
ス
ポ
ー
ツ
文

化
展
示
室
が
変
わ
り
ま
す
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
が
決
ま
っ
た
時
に
は
、
電
気
料
が

削
減
で
き
る
と
か
、
高
い
脚
立
に
登
っ
て
電
球
を
交

換
し
な
く
す
む
な
ど
単
純
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
打
ち
合
わ
せ
が
始
ま
る
と
、
何
気
な
く
見
て

い
た
照
明
の
種
類
の
多
さ
に
改
め
て
驚
き
ま
し
た
。

見
え
て
い
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
間
接
照
明
も
あ

り
、
決
め
る
こ
と
の
多
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。

　

光
の
色
や
角
度
、
強
さ
、
作
品
の
見
え
方
、
器
具

の
形
や
色
な
ど
細
か
く
見
ま
す
。
特
に
学
芸
員
の
思

い
が
強
く
、
美
術
館
と
し
て
お
客
様
が
快
適
に
鑑
賞

で
き
る
よ
う
こ
だ
わ
る
う
ち
に
、
打
ち
合
わ
せ
に
要

す
る
時
間
が
増
え
る
ば
か
り
で
し
た
。
新
年
に
ご
来

館
の
際
は
、
展
示
作
品
同
様
に
、
照
明
も
見
上
げ
て

見
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
良
子
）

　
　
　

◆
秋
の
公
園
を
彩
る
風
ぐ
る
ま

　

今
年
の
夏
の
厳
し
さ
に
は
参
り
ま
し
た
。
八
海
山

麓
ス
キ
ー
場
に
風
ぐ
る
ま
３
０
０
０
本
を
設
置
す
る

た
め
の
紐
張
り
作
業
や
草
む
ら
迷
路
の
草
刈
り
な
ど
、

一
日
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
何
本
空
け
た
こ
と
か
。
そ

れ
で
も
、
炎
天
下
の
設
営
当
日
に
は
幼
児
か
ら
高
校

生
、
地
元
の
方
々
ま
で
、
老
い
も
若
き
も
80
人
ほ
ど

の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
れ
て
、
短
時
間
で
完
了
す

る
こ
と
が
で
き
、
大
助
か
り
で
し
た
。
差
し
入
れ
の

八
色
ス
イ
カ
が
美
味
く
て
生
き
返
り
ま
し
た
。

　

そ
の
風
ぐ
る
ま
で
す
が
、
８
月
下
旬
に
撤
去
し
た

あ
と
、
し
ば
ら
く
倉
庫
に
保
管
。
八
色
の
森
公
園
で

「
市
民
ま
つ
り
」
が
４
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

賑
わ
い
で
開
催
さ
れ
る
と
聞
き
、
美
術
館
か
ら
見
て

池
の
反
対
側
（
八
海
山
の
方
向
）、
き
れ
い
に
芝
刈

り
さ
れ
た
丘
一
面
に
飾
り
付
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

近
所
の
国
際
情
報
高
校
の
生
徒
14
名
が
協
力
し
て
く

れ
て
、
釣
瓶
落
と
し
の
秋
の
放
課
後
、
真
っ
暗
に
な

る
ま
で
元
気
い
っ
ぱ
い
、
楽
し
そ
う
に
作
業
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
本
数
は
約
１
０
０
０
本
で
す
。
星
や

ハ
ー
ト
の
形
ま
で
あ
り
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
か

ら
眺
望
す
る
と
、
金
色
の
風
ぐ
る
ま
が
秋
の
日
差
し

に
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。　
（
高
橋
良
一
）
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《池田記念美術館━展覧会・イベント情報》

〒９４９－７３０２　新潟県南魚沼市浦佐５４９３－３　八色の森公園内

ＴＥＬ ０２５－７８０－４０８０ ／ ＦＡＸ ０２５－７７７－３８１５

【開館時間】 ９：００～１７：００（入館受付は１６：３０まで）　

【休館日】毎週水曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始、展示替えによる臨時休館　

【入館料】一般　５００円　　高校生以下無料 　（団体割引、各種割引あります）

【ホームページ】 http://www.ikedaart.jp 

《今後の展覧会》

■池田記念美術館収蔵品展
◎会期：11 月 11 日（土）〜 12 月 10 日（日）
当館の池田恒雄コレクションの中に「国境の長いトンネルを抜けると雪国であっ
た」という川端康成の一節を書にした掛け軸があります。池田が出版人というこ
ともあり、武者小路実篤、永井荷風などの書や書簡も含まれています。今回の収
蔵品展ではそれらを中心に展示します。■主な展示作家■川端康成／幸田露伴／
島崎藤村／相馬御風／坪内逍遙／永井荷風／武者小路実篤／吉川英治／ほか

■南魚沼郡市児童生徒美術展
◎会期：2024 年 1 月 6 日（土）〜 1 月 16 日（火）
南魚沼市と湯沢町の子どもたちの作品約 400 点を展示します。入館料は無料とな

ります。会期中、大人気の「雪見展」と「一箱古本市」を開催します。

■スポーツ＆ライフ南魚沼「文化教室」→詳細は美術館へお問合せください。

●美文字講座−基本の書道（全 3 回）　講師：富所白象さん（書道家）
●美文字講座−筆ペン（全 3 回）　講師：富所白象さん（書道家）
●エアロ＆ヨガ（全 8 回）　講師：髙橋みゆきさん（Happy エアロビクス南魚沼）

■第 76 回示現会展—巡回新潟展並びに新潟県支部展
◎会期：10 月 28 日（土）〜 11 月 5 日（日）
絵画団体・示現会の巡回展。東京で開催された第 76 回示現会展の会員・会友を中心とした全国巡回作品 30 点と、新潟県
支部会員の作品 31 点、合わせて 61 点を展示します。

【解説会】
10 月 28 日（土）9：30 ～
解説：示現会常務理事　錦織重治（日展会員）

■巡回展出品者
石橋俊博（東京）／井上　武（千葉）／大塚美和子（福岡）／大渕繁樹（神奈川）／鎌田雅臣（熊本）／川嵜　猛（新潟）
／小材啓治（熊本）／小島兼一（愛知）／小林年子（埼玉）／佐藤祐治（神奈川）／篠原裕輔（福岡）／相馬賢二（青森）
／高見雅博（兵庫）／武　敏夫（東京）／土田恒夫（千葉）／遠山厚史（埼玉）／徳田則子（千葉）／内木健二（岐阜）
／内藤利博（福井）／中川澄子（東京）／中西　敦（神奈川）／成田禎介（神奈川）／錦織重治（神奈川）／原田一裕（山形）
／松川伸一（神奈川）／松本　隆（石川）／三杉和子（東京）／宮定真弓（千葉）／山岸深志（長野）／吉塚春生（石川）

■新潟県支部展出品者
阿部直義（阿賀野）／井浦勝之（阿賀野）／石田登喜（三条）／岩野弘一（南魚沼）／大木研一（新潟）／長田泰助（長岡）
／小野山輝男（三条）／木口操志朗（三条）／小玉誠司（長岡）／酒井昭輝（魚沼）／桜井広文（魚沼）／佐藤悌二（魚沼）
／佐藤守弘（魚沼）／佐藤芳子（長岡）／渋木富士夫（燕）／白井のり子（新潟）／関　明一（小千谷）／高橋正則（魚沼）
／滝澤　治（魚沼）／田崎　弘（長岡）／冨田潤二（新潟）／野上久栄（新潟）／行方　洋子（南魚沼）／長谷川欣吾（三
条）／星野正治（魚沼）／星野登喜治（小千谷）／松原　孝（魚沼）／柳瀬　拡（長岡）／横山あつ子（新潟）／吉井秀
夫（五泉）／若井茂雄（五泉）

公園の中の美術館

池田記念美術館
アクセス
上越新幹線JR浦佐駅東口より約１㎞、徒歩15分
関越自動車道大和スマートI.Cより車３分
六日町I.Cより車15分、小出I.Cより車10分

■ 10 月、11 月、12 月の休館日 

【10 月】
4 日、11 日、18 日　定休日
23 日〜 27 日　展示替え休館日

【11 月】
1 日　定休日
6 日〜 10 日　展示替え休館日
15 日、22 日、29 日　定休日

【12 月】
6 日　定休日
11 日〜 26 日　臨時休館日
27 日〜 1 月 5 日　年末年始休館日

■臨時休館のお知らせ 

館内の LED 化工事のため、以下の期
間を臨時休館といたします。

期　間：12 月 11 日（月）
　　　〜12 月 26 日（火）


